
研究概要と先進的な取り組み 

●手外科・整形外科研究 

研究員：矢﨑 尚哉 （副院長・手外科・マイクロサージャリーセンター部長兼リハビリ

テーション科長） 

タイトル 

 

末梢静脈穿刺および末梢静脈カテーテル留置に伴う合併症の低減の取り組

み 

研究員  

 

矢﨑 尚哉 （副院長・手外科・マイクロサージャリーセンター部長兼リ

ハビリテーション科長） 

概要 末梢静脈穿刺および末梢静脈カテーテル留置は総合病院において治療に不

可欠な処置である。現状では視診および触診により静脈の位置を把握して

穿刺している。2019 年以降、神経症状を伴う合併症数を全例記録してい

るが、禁忌としている橈骨茎状突起周辺での穿刺に伴う橈骨神経障害は減

少していない。Difficult intravenous access（以下 DIVA）と呼ばれる静脈

穿刺困難例においては前腕部の静脈の同定が視診、触診では困難で、橈骨

茎状突起の周辺の橈側皮静脈のみが同定可能な例が多いからである。1 年

前から看護部、医療情報課と協働し、穿刺回数、カテーテルの生存期間を

記録して、データを抽出可能としている。このデータを解析することで、

DIVA となる因子が明らかになることが期待されている。 

DIVA に対処する方法として超音波診断装置を利用した静脈穿刺が有用と

されている。しかし、モニターと穿刺部位の両方を見ながら穿刺するのに

は習熟が必要である。また救急車内やヘリコプター内で血管穿刺を行う際

には揺れを伴うため、モニターと穿刺部位の両方を見ながら穿刺するのに

は困難を伴う。2024 年、足立らはスマートグラスとハンディサイズの超

音波診断装置を使用して、視点を動かさずに穿刺する方法を提案した。本

法は鶏肉を使用して検討されたが、臨床応用はされていない。今後、モニ

ターを見ながら穿刺する方法とスマートグラスを使用して穿刺する方法の

比較検討を行っていきたい。 

 

●病理学研究 

研究員：北山 康彦 （病理診断科 部長） 

タイトル パラフィン切片保存シートの長期有用性の検討 

研究員 井ノ口 知代（病理診断科、臨床検査 技師） 

概要 【目的】当院では、診断に必要な特殊検査や免疫染色を施行する場合、ヒ

ューマンエラーの有無や得られた染色結果の正確性かつ妥当性を検証する

ため、陽性コントロールを同一標本に載せて染色を行っている。パラフィ



ン包埋組織を薄切する際には、面出しによる組織の損失があり、多数の未

染色標本をあらかじめ作製しておくことが望ましい。しかしながら、免疫

染色の場合、切片の長期保存は抗原性の低下を招くことが報告されてい

る。一方で特殊染色の場合は長期保存の影響についての報告はない。そこ

でパラフィン切片保存シート(東屋医科器械)を用い、薄切済みの未染色コ

ントロール切片の染色性の経時的変化を観察し、長期有用性について検討

した。 

【方法】当院で使用している in-house コントロールブロックを薄切し湯

伸ばしした後、パラフィン切片保存シートに貼り付け、自然乾燥後、チャ

ック付きポリ袋に入れた状態で 4℃保存をした。その保存切片を半年毎に

スライドガラスに転写をし、下記の 15 項目について染色性の変化を 2 年

間にわたり比較検討した。特殊検査(Grocott, Gram, Ziehl-Neelsen, Victoria 

blue, Berlin blue, Kossa, DFS),免疫染色(CMV, Amyloid A, MDM2, c-

kit(CD117), AFP, ER, PgR), ISH 法(EBER) 

【倫理的配慮】当院の倫理委員会の承認を得て行った。(承認番号 

20240501) 

【結果】パラフィン切片保存シートからのスライドガラスへの転写は保存

期間に関わらず問題なくできた。ER を除いた全ての染色において経時的

変化に伴う有意差は認められなかった。ER は 6 カ月後からやや減弱傾向

であったが、2 年後でもコントロールとしては使用可能な染色性を呈し

た。 

【考察】陽性コントロール切片の長期保存にはパラフィン切片保存シート

が有用であることが証明された。長期保存が可能となれば再度標本を薄切

する手間が省け、面出しによる組織の損失の軽減にもつながることから有

用性は高いと考える。 

 

タイトル ホルマリン固定パラフィン包埋(FFPE)組織標本アーカイブス 

研究員 斎藤 彩香（病理診断科、臨床検査技師） 

概要 半世紀前の FFPE 組織標本を用いた免疫組織化学を含む分子病理学的な検

査を行い今後の有効活用が可能であることを検討している。免疫染色、

FISH においては概ね良好な結果を得ることが出来た。さらにシークエン

ス等遺伝子解析が可能かどうかを検討することが課題である。また、古い

FFPE 標本に特徴的な所見があればそれはそれで有用な情報であると考え

る。この追加検証については浜松医科大学腫瘍病理学講座(椙村春彦 名誉

教授)に協力をお願いしている。 

 



タイトル EGFR 遺伝子変異解析の再検査における免疫染色の有用性 

研究員 滝浪 雅之（病理診断科、臨床検査技師） 

概要 【はじめに】上皮成長因子受容体(Epidermal Growth Factor Receptor：

EGFR)、細胞の増殖に関わるタンパク質のひとつである。EGFR は非小細

胞肺がんの細胞表面に多く発現している。EGFR 遺伝子に変化が起こる

と、通常とは異なる働きを持つ EGFR タンパク質が作られ、必要のない時

にも細胞増殖し、がんが発生しやすくなると考えられている。当院では

EGFR 変異解析 v2.0、オンコマイン DxTT マルチ 6 遺伝子、Amoy Dx 肺

癌マルチパネル 7 遺伝子を外注(SRL)にて行う際、腫瘍割合が各検査の推

奨値になるよう顕微鏡下で選定し、目視にてトリミングして提出してい

る。結果が変異検出せずとなった場合や核酸濃度が不十分だった場合、偽

陰性となる危険性がある。そこで免疫染色(exon19 欠失、exon21 点変異)

にて知見を得たので再検査を検討した。 

【方法】遺伝子検査で EGFR 変異を認めた 47 症例、認めなかった 55 症

例について次の免疫染色を行い、感度、特異度、陽性的中率、陰性的中率

を算出した。抗体は次の 3 抗体にて実施した.EGFR モノクローナル抗体

(31G7)(ニチレイ)。EGFR(E746-A750del Specific:D6B6)、EGFR(L858R 

Mutant specific:43B2)ラビットモノクローナル抗体(Cell Signaling 社)。

TE96℃30 分間処理後 100 倍希釈抗体にて行った。 

【結果】全症例における EGFR(E746-A750del)と EGFR(L858R)の感度は

それぞれ 89.5%、94.4%。特異度は 95.2%、98.8%。陽性的中率は

81.0%、94.4%。陰性的中率は 97.5%、98.8%であった。遺伝子検査別に

ついては当日報告する。 

【考察】E746-A750 抗体では感度・陽性的中率がやや低いが、L858R 抗

体では外注検査と遜色のない結果となった。遺伝子変異なし 55 症例中、

核酸濃度が推奨値に満たさないため参考値として陰性/以下と判定された 7

症例中 1 症例 L858R 抗体陽性。また検体量不足のため検査不可能 1 症例

が L858R 抗体陽性となった。遺伝子検査に提出する検体の核酸不足は日

常診療においてやむを得ず起こりうる現象といえる。この場合、遺伝子検

査の再検査をするにも患者の同意が得られないことも想定され、IHC の重

要性を再認識すべきと考えられた。しかし、コンパニオン診断として行う

ことは学会等では推奨されていないことから、今回の核酸不足や異なる問

題など場面に十分留意しながら使用することは意義があると考える。今回

の検討は、当院の倫理委員会の承認(No20240509)を得て行った。 

 

 



タイトル 複数の抗リウマチ薬使用中に組織型の異なる 2 回のリンパ増殖性疾患を発

症した 1 例 

研究員 服部 和哉（病理診断科 医師） 

 

タイトル 過固定組織検体における抗酸菌染色の前処理の効果について 

研究員 黒田 優太（病理診断科、 臨床検査技師） 

 

タイトル キシレンの使用量を抑制させる病理組織標本作製法の考案 

研究員 黒田 優太（病理診断科、 臨床検査技師） 

 

タイトル 脱気による脱脂効果の検討 

研究員 鈴木 晴菜（病理診断科、臨床検査技師） 

概要 【背景・目的】病理組織標本作製の際、脂肪成分の多い臓器は切り出し後

の脱脂操作が重要となる。昨年度の院内研究発表会にて、100％エタノー

ルのみを使用した脱脂効果の検証を行った。37℃に加温することで、メタ

ノール・クロロホルムと比較し、遜色ない脱脂効果が得られた。そこで今

回は、脱気装置による加温脱脂と加温のみによる脱脂を行い、その結果を

比較検証した。 

【背景・目的】病理組織標本作製の際、脂肪成分の多い臓器は切り出し後

の脱脂操作が重要となる。昨年度の院内研究発表会にて、100％エタノー

ルのみを使用した脱脂効果の検証を行った。37℃に加温することで、メタ

ノール・クロロホルムと比較し、遜色ない脱脂効果が得られた。そこで今

回は、脱気装置による加温脱脂と加温のみによる脱脂を行い、その結果を

比較検証した。 

【方法】材料は乳腺 2 例の既存材料を用いた。乳腺組織を切り出し、重量

を乳腺 A は 1.3g、乳腺 B は 2.0ｇに設定した。脱気に用いる使用機器は、

ホルマリン脱気装置 THW100 型(東屋医科器機)の防爆仕様で、真空ポンプ

を約 120 秒作動させ 0.07Mpa で 30 秒真空にし、大気に戻して 10 秒後に

真空ポンプを作動した。試薬は 100%エタノールをそれぞれ 300ml 用い、

温度を 45℃に設定し、1 時間おきに重量測定と撮影を行った。なお、予備

実験において 37℃で検証したが、加温のみと加温脱気脱脂による大きな差

を認めなかったため 45℃に設定して行った。さらに、凍結切片における残

留脂肪の有無を脂肪染色で確認した。 

【倫理的配慮】今回の検討は、当院の倫理委員会の承認（No.20230103）

を得て行った。 

【結果】5 時間後の重量減量率は、乳腺 A の加温脱脂で 46.2％、加温脱気



脱脂で 69.2％、乳腺 B の加温脱脂で 40.0％、加温脱気脱脂で 70.0％であ

った。脂肪染色による残留脂肪は乳腺 A・B ともに、加温脱気脱脂した方

が加温のみの脱脂と比較し少なかった。 

【考察】前回の検証では、腸間膜の脂肪に比べ乳腺の脂肪は脱脂効果がそ

れほど得られず、効果は限定的だった。そこで今回は乳腺のみを使用して

行ったが、加温のみで脱脂を行うより加温脱気することでより脱脂効果が

向上することがわかった。特に加温脱気脱脂では 4 時間位で減少ピークを

迎えたが、加温のみに比べ脱気により組織内の空気が除去されることで、

水とエタノールの置換が容易に行われ浸透効果が大きくなったのではない

かと考える。通常凍結切片を作製する際、脂肪の多い組織は薄切が困難で

あるが、加温のみで脱脂した組織より加温脱気脱脂した組織の方が薄切は

容易であった。加温脱気した方が、残留脂肪が減少しているため、薄切も

容易であったのではと推測できる。加温脱気脱脂は脱脂時間の短縮にもな

り、診断までの時間を削減することができると考える。 

【結論】加温のみで脱脂するだけでなく、加温脱気脱脂することで脱脂効

果の向上を図ることができる可能性があると示唆された。 

 

タイトル 免疫組織化学染色および ISH 法における Inverted section control の検討 

研究員 斎藤 彩香（病理診断科、臨床検査技師） 

 

タイトル 脱気攪拌操作によるホルマリン固定処理時間の短縮について 

研究員 土屋 和輝（病理診断科、臨床検査技師） 

 

論文 Suzuki Y. Position of branches of the middle cerebral artery in Sylvian 

fissure: Application for interpreting axial magnetic resonance imaging. Clin 

Neurol Neurosurg. 2025 Feb;249:108743. doi: 

10.1016/j.clineuro.2025.108743. 

Suzuki Y. Risk factors for delayed encephalopathy following carbon 

monoxide poisoning: Importance of the period of inability to walk in the 

acute stage. PLoS One. 2021 Mar 31;16(3):e0249395. doi: 

10.1371/journal.pone.0249395. 

 

●慢性腎臓病研究 

研究員：戸川 証 （副院長・腎臓内科 部長） 

タイトル CKD 患者における橈骨動脈壁と腎機能低下速度についての検討 

研究員 戸川 証 （副院長・腎臓内科 部長） 



概要 保存期慢性腎臓病（CKD)において動脈硬化が腎機能低下速度に影響して

いることが知られているが、血管の病理組織変化と腎機能低下速度の関連

については明らかでないことが多い。これまで、初回シャント作成時に橈

骨動脈の一部を採取し、動脈壁の性状と腎機能低下速度、PWV、大動脈弓

石灰化、頸動脈肥厚との関連を検討している。 

 

タイトル E 型肝炎後に発症し完全緩解した原発性膜性腎症 

研究員 高野橋 誓子（腎臓内科 医長） 

 

タイトル 末期腎不全患者における血液透析の計画導入・非計画導入の違いが入院中

の身体機能に与える影響 

研究員 永田 有沙（リハビリテーション科 理学療法士） 

概要 This study revealed that unplanned hemodialysis initiation has a 

significantly negative impact on the physical function and ADLs of patients 

as compared with planned initiation. The unplanned induction group 

showed limited functional gains, particularly in the grip strength following 

dialysis initiation, and required longer hospital stays. These findings 

indicate that patients undergoing unplanned induction of dialysis require 

early intervention for structured rehabilitation. Further research is needed 

to develop effective interventions and rehabilitation strategies to mitigate 

physical decline in patients initiated on dialysis. 

 

論文 Takanohashi S, Sugiura T, Koyano A, Ueno T, Rachi H, Shiratori K, 

Shimasaki M, Igarashi H, Kitayama Y, Togawa A. Complete remission of 

primary membranous nephropathy following hepatitis E infection. CEN 

Case Rep. 2023 Mar 2. doi: 10.1007/s13730-023- 00780-z. 

Shimasaki M, Rachi H, Shiratori K, Takanohashi S, Uyama S, Yamada K, 

Totsuka Y, Takanohasi A, Shirota K, Nakamura H, Togawa A. Long-term 

outcomes of anterior chest wall arteriovenous graft with polyurethane. J 

Vasc Access. 2022 Nov;23(6):930-935. doi: 10.1177/11297298211012205 

 

●小児科研究 

研究員：塩田 勉 （小児科 医長） 

タイトル 社会的ハイリスク症例に対する効果的な支援の検討 

研究員 塩田 勉 （小児科 医長） 



概要 特定妊婦・要保護児童・要支援児童などのいわゆる社会的ハイリスク症例

への支援をすべく、市内の関係機関・関係者を集め、勉強会を行ってき

た。虐待予防とポジティブ育児を目指す勉強会、SUPPORT（SUruga 

maltreatment Prevention and POsitive child Raising Team）カフェであ

る。2-3 か月に 1 回当院に集まり、お互いの活動や考えを共有し、普段困

っていることなどを話し合っている。すぐに課題を解決することはなかな

か難しいが、このカフェで話をすることで、支援の幅が広がる事例が増え

ている。今年度は、支援者同士のダイアローグをよりオープンに実践でき

る場として発展させていきたいと考えている。そして、その効果を評価す

ることを検討していきたい。 

 

論文 Sugiura T, Urushibata R, Fukaya S, Shioda T, Fukuoka T, Iwata O. 

Dependence of Successful Airway Management in Neonatal Simulation 

Manikins on the Type of Supraglottic Airway Device and Providers' 

Backgrounds. Children (Basel). 2024 Apr 28;11(5):530. doi: 

10.3390/children11050530. 

 

●呼吸器内科研究 

研究員：土屋 一夫（呼吸器内科 医長） 

タイトル 気管支鏡検査における患者の不快感を低減する取り組み 

研究員 土屋 一夫（呼吸器内科 医長） 

概要 気管支鏡検査は、肺がんや間質性肺炎、特殊な呼吸器感染症が疑われる場

合などに行われる一般的な検査であるが、咳嗽や呼吸苦などが生じること

も多く、検査を受ける患者さんにとって苦痛を伴う可能性のある検査であ

る他、検査を行う術者にとっても検査中の咳嗽は検査の一時的な中断や中

止の原因になることがある。これまでの研究で気管支鏡検査中に鎮静剤を

使うことで苦痛を減らし、より快適に検査できることが示されている。

我々の施設の検討でも十分に鎮静し、検査中の記憶がない方が検査中の不

快感が少ないということが示されており、我々の施設では鎮静剤を十分に

使って検査を行っている。一方で適切な鎮静を行なっても、完全に咳嗽を

抑えることは難しく、気管支鏡検査をより快適に受けて頂くために更なる

工夫が求められている。我々は気道内の局所麻酔にスプレーカテーテルを

使用することで検査中の咳を軽減し、局所麻酔薬の使用量を減らすことが

できることを報告した。また、検査中に持続的な唾液吸引を行うことで検

査中の唾液による不快を軽減できるのではないかと考え検証したが、検査

中の持続的な唾液吸引が、検査中の不快感を軽減させる結果には結びつか



なかった。本邦では慣習的に気管支鏡検査前に抗コリン薬の前投薬を行う

ことが多いが、海外のガイドラインではルーチンの使用は勧められておら

ず、有効性は示されていない。一方で有効性を検証した臨床試験の多く

は、15 年以上前の試験であり、検査が複雑化し、デバイスも増加した現在

の気管支鏡検査に適応できるかについては検証されていない。現在、抗コ

リン薬の使用により患者の不快感や術者の手技の快適性に良い影響をもた

らすかを検討するための臨床研究を行っている。 

 

論文 Tsuchiya K, Nuki T, Tsunoda T, Ito T, Mori R, Akashi T, Oyama Y, Ikeda M. 

Effectiveness of intrabronchial local anesthesia with a spray catheter and 

continuous oral suction in reducing cough during bronchoscopy: A 

prospective study. Respir Investig. 2025 Jan;63(1):67-73. doi: 

10.1016/j.resinv.2024.12.002. 

 

タイトル 血痰・喀血患者の自然歴および血管内治療効果の多施設前向き観察研究 

研究員 土屋 一夫（呼吸器内科 医長） 

概要 血痰・喀血は時に命に関わることがあるだけではなく、患者さんの生活の

質を著しく低下させる種々の病態に伴って生じる症状である。血痰・喀血

に対する治療には、止血剤、血管内治療(責任血管のカテーテル的塞栓

術)、手術療法に大別される。大量喀血でない場合には止血剤の投与を行

い、大量喀血に対しては、血管内治療や手術療法などの侵襲的治療が行わ

れるが、手術療法は高い死亡率が報告されており、近年では血管内治療が

選択されることが多い。また非大量喀血の患者さんに対しての血管内治療

の適応基準については根拠となるエビデンスは乏しく、血管内治療の長期

的な有効性や治療適応についてはさらなる検証が必要である。そのため、

アンケートを用いて症状や生活の質を調査することで血痰・喀血患者の自

然歴と治療効果を明らかにし、治療前の症状や生活の質を考慮した治療適

応について検討するためのする前向き観察研究を行なっている。 

 

タイトル 癌および癌微小環境の蛋白発現と免疫治療効果との関係 

研究員 土屋 一夫（呼吸器内科 医長） 

概要 癌および癌微小環境は免疫チェックポイント阻害薬の効果を予測するバイ

オマーカーとなりうるが、実臨床での利用は限られている。そこで当院で

診断・治療された進行非小細胞肺癌症例を対象に、診断時に採取した残検

体を利用し、癌および癌微小環境の蛋白発現を免疫組織化学法で評価し、

予後や治療効果、その他の臨床情報との関連を解析する研究を行ってい



る。我々の研究では、特定のタンパク質の発現が免疫チェックポイント阻

害薬(PD-1 抗体, PD-L1 抗体)の予後予測因子となることが明らかとなって

おり、病理診断科と協力して進行非小細胞肺癌の 1 次治療薬を選択する際

に、これらのバイオマーカーの情報を加えることができるような体制を構

築している。また希少な病態、新規の検査や治療戦略を日々考察・考案す

るために最新の情報を収集する努力をしており、新規の知見については症

例報告として学会や論文などで報告している。 

 

論文 Tsuchiya K, Miyamoto R, Tsunoda T, Ito T, Akashi T, Oyama Y, Ikeda M. 

Diffuse Alveolar Hemorrhage Associated with Herbal Medicine: A Case 

Series and Literature Review. Intern Med. 2025 Mar 8. doi: 

10.2169/internalmedicine.4960-24. 

 

Tsuchiya K, Suzuki R, Miyamoto R, Tsunoda T, Ito T, Mori R, Akashi T, 

Oyama Y, Ikeda M. Ovarian Cancer with TTF-1-positive Giant Pleural 

Dissemination. Intern Med. 2024 Oct 18. doi: 

10.2169/internalmedicine.4324-24. 

 

T Ito, K Tsuchiya, R Mori, T Akashi, Y Oyama, M Ikeda. Successful 

osimertinib rechallenge without concomitant corticosteroids after 

osimertinib-induced pneumonitis. Respir Med Case Rep. 2024 Apr 

27:49:102029. doi: 10.1016/j.rmcr.2024.102029. 

 

●血液内科研究 

研究員：海老澤 和俊（血液内科 医長） 

タイトル EBV 陽性粘膜皮膚潰瘍に重症のメトトレキサート中毒を併発した症例に関

する症例報告 

研究員 海老澤 和俊（血液内科 医長） 

概要 Background: Epstein–Barr virus-positive mucocutaneous ulcer is one of the 

mature B-cell lymphoproliferative diseases occurring in patients with 

immune dysfunction including those with immunosuppressive treatment 

such as methotrexate. Case presentation: A Japanese elderly man in his 

80s with rheumatoid arthritis on methotrexate was admitted to our hospital 

complaining persistent pharyngeal pain. Laboratory tests revealed severe 

pancytopenia, elevated C-reactive protein, and increased creatinine levels. 

An otolaryngological examination showed ulceration of the right tonsil, from 



which diagnostic biopsy was performed. The diagnosis of Epstein–Barr 

virus-positive mucocutaneous ulcer was made and bone marrow aspiration 

revealed hypocellularity and megaloblastic changes. Pancytopenia was 

improved after discontinuing methotrexate, and repeated bone marrow 

aspiration test revealed recovery of normal cellularity and disappearance of 

dysplasia, confirming the diagnosis of methotrexate intoxication. Tonsil 

ulcer was improved only with discontinuation of methotrexate, which 

strongly supported the diagnosis of EBV-MCU. Conclusion: Our case 

suggested that even this best prognosis form of lymphoproliferative 

disease could lead to fatal complications if not appropriately managed. 

 

論文 Ebisawa K, Iwashita T, Uchiyama K, Kitayama Y, Takeuchi T. Epstein-Barr 

virus-positive mucocutaneous ulcer resulting in severe methotrexate 

intoxication: a case report. J Med Case Rep. 2024 Aug 30;18(1):409. doi: 

10.1186/s13256-024-04730-w. 

 

●生理・行動・画像研究 

研究員：榛葉 俊一 （精神科 部長） 

タイトル 精神症状の新たな生理学的評価法の開発 

研究員 榛葉 俊一 （精神科 部長） 

概要 電界処置がうつ病の脳波・自律神経に与える影響に関して検討した。うつ

病患者は、心拍変動生理指標の内、副交感神経活動を反映する HF 値の低

下が知られているが、30kV, 60Hz, 20 分間の電界処置により、HF 値が、

健常者レベルの回復することが認められた(IEEJ Trans, 2024)。また、精神

性発汗に対する電界処置の影響を健常者で測定し、交感神経活動を反映す

る皮膚コンダクタンス自発変動の減少を認めた(Applied Sci, 2024)。今後

うつ病の治療へ利用されることが期待される。また、これまでの電界の精

神物理的な影響についての総説をまとめた(IntechOpen 2024)。せん妄の病

態評価における脳波・自律神経検査の有用性に関しては、せん妄症状を呈

す る患者において、頭頂部で開眼時と閉眼時の脳波を測定し、パワース

ペクトラムのパターンとせん妄の診療尺度である Intensive Care Delirium 

Screening Checklist との関連を解析した。安静時に頭頂部でシータからア

ルファの基礎律動が出現する患者では妄想幻覚などの精神症状が多く、基

礎律動が認められない患者ではせん妄症状の日内変動が多いことが認めら

れ、せん妄の評価における脳波計測の有用性が示された(Sensors, 2024)。

現在、今回購入の Embrace Plus を用いた自律神経計測を行っている。今



後結果をまとめる。 

 

タイトル 発達障害児における複数の遊具を用いた運動時の自律神経活動変化 

研究員 杉山志保、伊井玄 （療育技術科、作業療法士） 

概要 発達障害児(発達児)の作業療法において、ぼーっとしているまたは落ち着

きがなく覚醒の障害が疑われる児を目にすることが多い。作業療法の遂行

には一定の覚醒水準の維持が必要である。しかし発達障害児においては、

前庭・固有感覚等の覚醒水準と関連のある感覚処理の障害が報告されてお

り、覚醒水準の調整障害を引き起こしている可能性がある。本研究では、

作業療法における課題遂行中の適切な覚醒水準への調整やパフォーマンス

発揮を可能にするプログラム構成を検討すべく、臨床で用いる遊具で運動

した時の発達児の覚醒水準を調査した。覚醒水準は、心拍変動(HRV)解析

を用いて、心拍間隔の揺らぎを分析し、自律神経活動を介して評価した。

その結果、定型発達児と比較した発達児の覚醒水準の特徴として、運動時

に覚醒が高まりづらく、運動後は低覚醒が出現しやすいことが示唆され

た。加えて、遊具の特性により覚醒水準の変化することが明らかとなっ

た。 

今後、作業療法を継続的に実施した発達障害児における自律神経活動の変

化を調査し、自律神経の側面からみた作業療法の効果を検討していきたい

と考えている。 

 

タイトル 妊娠期の活動と分娩の関連 

研究員 平國 淳子 （北３病棟、助産師） 

概要 近年、健康な妊婦が妊娠期に行う運動は、早産のリスクを上昇させること

なく体重増加抑制や精神的健康度の向上に加え、妊娠高血圧腎症や妊娠糖

尿病などの妊娠合併症などのリスク低減に効果があることがわかってき

た。また、エコチル調査にて国際標準化身体活動質問票（以下 IPAQ と記

す）を用いて測定した妊娠中の活動量が非常に少ないと早産のリスクが増

すこと、さらには妊娠中の活動量が少ない群は、中等度の群より帝王切開

になりやすいこと、非常に少ない群と、多い群で器械分娩になりやすいと

いうことがあきらかになった。しかし、まだ先行研究は少数で有り、その

ほとんどが主観的な側面のある質問紙による評価となっている。そこで、

客観的に評価できる指標である身体活動計を用いて妊娠後期に妊婦の身体

活動量を計測し、さらに IPAC 用いたアンケートを実施することで、妊娠

末期の妊婦の身体活動の傾向を明らかにしていく。また妊娠末期の身体活

動が分娩様式や分娩時間に及ぼす影響について検討していく。 



 

タイトル AI アシスト放射線診断研究：胸部 CT 画像を用いた Covid-19 肺炎の AI

診断 

研究員 山﨑 敬之 （放射線技術科、診療放射線技師） 

概要 AI 技術を利用して胸部 CT 画像を自動解析し、Covid-19 による肺炎かどう

かの AI 診断を行い、医師による診断を補助するシステム開発を行ってい

る。AI プログラムの開発は fcuro 社（岡田直己代表、大阪）との共同研究

で、当院の救命救急科、内科系診療科との連携に基づいて実用化を目指し

ている。 

 

論文 杉山志保, 伊井玄, 榛葉俊一. 定型発達児における遊具運動時の自律神経検

査を用いた覚醒 度評価. 静岡済生会総合病院医学雑誌 35（1）：22-27，

2025 
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て： 画像と皮膚水分量による評価お よび看護師の意識調査の分析. 静岡

済生会総合病院医学雑誌 35（1）： 1-6，2025 
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– 125, 2025 

 

榛葉俊一．心拍のリズムとゆらぎを精神医療に活用する：Three-
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